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1 文化観光部の組織及び分掌事務

a)組織機構図(令和元年6月現在)

文化観光部 76人
(部長:股張一男)
(政策監:牧島昌博)

【内訳】

・正規職員

・非常勤職員・・・

73人

3人

観光政策課
(課長:中島博手R)
(観光庁派遣:1人)

ι

(室長:花川哲)

MICE推進室
(室長:末安奈津)

交流拠点施設整備室
(室長.黒田智)

14人

綴光推進課
(課長:島田清隆)

国際課
(課長:執行毅)

3人

総務企画係 4人
(係長:川村研一)

3人

施設活用係 6人
(係長;榎田嘉樹)

係 2人
(係長:平尾圭太)

係 2人
(係長:松島健児)

係 5人
(係長:牧祐志)

6人

"人文化振興課
(課長(次長兼).高木規久子)

6人

9人

文化財課
(課長:大賀史郎)
(課長補佐.官下雅史)

5人係
(係長:浦川信一)

5人係
(係長:志岐光崇)

N^M^劇^■^■^■^■^

,※他、国際交流員3人配置"

7人係
(係長:野田智浩)

14人

遠藤周作文学館 3人
(館長:笹野勝敏)

管理係 4人
(係長:八尋美月)

出島復元整備室
(室長:柴田恭郎)

長崎学研究所
(所長:赤瀬浩)

」

文化財係 7人
(係長:宮本昌明)

シーボルト記念館 1人
(館長:織田毅)

歴史民俗資料舘(1人)
(館長:管理係長兼務)

外海歴史民俗資料館a人)
(館長:課長)

5人係
(係長:山野貴之)

6人

4人 係
(係長
3人
徳永宏)

室進推0MDピ



②分掌事務(平成31年4月1日現在)

観光政策課
」、

①部の統括に関すること。

②観光事業の計画及び観光統計の調査・分析に関するこ

と。

③ DM01隹進室、 M ICE1佳進室、交流拠点施設整備室及

び観光推進課に係る予算の経理に関すること。

④観光資源となる施設等(文化財を除く。)の保存及び活

用に関すること。

⑤総合観光案内所との連絡調整に関すること。

⑥端島見学施三劣軍営審議会に関すること。

⑦べっ甲工芸館、古写真資料館、埋蔵資料館、旧居留地私

学歴史資料館、しまの宿五平太、端島見学施設、亀山社中

記念館との連絡調整に関すること。

⑧グラバー園、旧香港上海銀行長崎支店記念館、索道施

設、野母崎炭醐呈泉Alega軍艦島、軍艦島資料館及び池島

炭鉱体験施設に関すること。

⑨一般財団法人長崎口ープウェイ・水族EEその他の関係の

団体との連絡調整に関すること。

⑩ DM01隹進室に係る庶務及び連絡調整に関すること。

⑪部内事務の連絡調整に関すること。

【利用者数(単位.人)】

グ

東山手十二番館

佃居留地私学歴史資料館)

施設名

ノ、

口

野母

A l e

プウ

園

銀行

己館

崎炭

宮a

軍艦島資料館※

29年度

※平成28年7月16日供用開始

池島炭鉱体験施設

工

30年度

996,075

32,527

イ

温泉

艦島

施設の維持管理に関すること。

資料の4又集、保存及ぴ展示に関すること。

フ,047

30年度

201,認4

944,780

入館者数

(単位:人)

146,894

フ,014

16,075

195,326

4,239

157,799

29年度

15,7胎

2

6,122

31,127

海
記
上
店
港
支
香
崎
旧
長

ラ

酸
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②



べつ甲工芸館

(旧長崎税関下り松派出所)

古写真資料館

60,328

施設の維持管理に関すること。

資料の保存及び展示に関すること。

ナ里蔵資料館

入館者数

(単位:人)

30年度

施設の維持管理に関すること。

古写真の保存及び展示に関すること。

しまの宿五平太

入館者数

(単位:人)

29年度

3

端島見学施設

施設の維持管理に関すること。

埋蔵文化財の保存及ぴ展示に関すること。

4,180

30年度

入館者數

(単位:人)

29年度

川施設の維持管理に閔すること。

亀山社中記念館

3,549

2,519

宿泊者數

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

30年度

29年度

伊王島δれあい広場

古写真資料館に含まれる

入場(上幽者数

(単位:人)

2,180

29年度

施設の維持管理に関すること。

資料の"又集、保存及び展示に関すること。

DM01隹進室

30年度

ⅢCE推進室

1,114

入館者数

(単位:人)

交流拠点施設劃蒲室

29年度

Π)施設の維持管理に関すること。

30年度

291,665

利用者数

(単位:人)

1,169

29年度

30年度

川

a) MICEの誘致・受入の推進に関すること。

長崎市版DM0の1隹進に関すること。

181,267

66,530

川交流拠点施設の劃蒲に関すること。

29年度

30年度

胎,400

川
②

川
②

川
②

m
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観光1隹進課

国際課

25,323

国内外の観光客の誘致・宣伝に関すること。

姦胱資源となるイベント等の推進に関すること。

外国人観光客の受入環境整備に関すること。

さるく観光の1隹進に関する二と。

雀胱関係団体との連絡調整に関すること。

文化振興課

4

国閑ヒの推進に関すること。

国際交流の基盤の整備に関すること。

姉妹都市等に関すること。

海外の情報の』又集及ぴその活用に関すること。

翻き尺及び通訳に関すること。

外国公館及び国際交流団体との連絡調整に関すること。

a)文化活動の総合調整に関すること。

②芸術文化の普及及ぴ振興に関すること。

③文化団体との連絡調整に関すること。

④著作権に係る指導及ぴ助言に関すること。

⑤文化施設の建設及び設置に関すること(文化Eオ課の所管

に係るものを除く。)。

⑥公共施設案内・予約システムの利用者登録に関すること

(スポーツ振興課の所管に係るものを除く。)。

⑦遠藤周作文学館との連絡調整に関すること。

⑧チトセピアホール及びブリックホールに関すること。

⑨芸術文化活動助成金交付審査会及び文化振興審議会に関

すること。

遠藤周作文学館 n)施設の維持管理に関すること。

②遠藤周作に関する資料の収集、保存及び展示に関するこ

と。

入館者数

(単位:人)

29年度

24,335

30年度

川
②
③
④
⑤
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文化貯課 a)文化財(出島和蘭商館跡を除く。)の保存及び活用に関す

ること。

②民イ谷資料の保存に関すること。

③文化施設の建設及び設置に関すること(文化振興課の所

管に係るものを除く。)。

④文化財調査検討委員会及び資料取得委員会に関するこ

と。

⑤長崎歴史文化博物館及ぴ伊王島灯台記念館に関するこ

と。

⑥長崎学研究所に係る予算の経理及び連絡調整に関するこ

と。

⑦サント・ドミンゴ教会跡資料館、町並み保存センター、

須加五々道美術館、南山手レストハウス、外海歴史民俗資

料館、中の茶屋、ド・口神父記念館、高島石炭資料館、野

口彌太郎記念美術館、心田庵、シーボルト記念館及び歴史

民俗資料館との連絡調整に関すること。

【入館者数(単位: N】

サント・ドミンゴ教会跡

資料館

長崎歴史文化博物館

長崎近代交流史と孫文・
梅屋庄吉ミュージアム

施設名

伊王島灯台記念館

南山手町並み保存センター

東山手町並み保存センター

a)施設の維持管理に関すること。

②サント・ドミンゴ教会遺構等の資料の"又集、保存及び展

示に関すること。

29年度

617,687

入館者数

(単位:人)

a)施設の維持管チ里及び利用に関すること。

フ,047

30年度

フ,662

392,039

利用者数

陣位N

フ,014

29年度

南山手

9,868

東山、手

5,799

29年度

30年度

6,フ71

4,951

11,849

30年度

5

5,669

11,230



須加五々道美俳瀧

南山手レストハウス

Π)施設の維持管理に関すること。

②須加五々道画伯の美術作品及び資料の保存並びに展示に

関すること。

外海歴史民イ谷資料館

入館者数

(単位:人)

川施設の維持管理に関すること。

②旧居留地の資料の保存及び展示に関すること。

中の茶屋

⑳年度

利用者数

(単位:人)

30年度

施設の維持管理に関すること。

資料の収集、保存及び展示に関すること。

836

30年度

ド・口神父記念館

29年度

入館者数

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

②清水岸画伯の美術作品及び資料の保存並びに展示に関す

ること。

1,011

13,134

30年度

29年度

高島石炭資料館

入館者数

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

②ド・口神父に関する資料の1又集、保存及び展示に関する

こと。

15,260

13,595

30年度

29年度

入館者数

(単位:人)

21,749

75,182

1,668

施設の維持管理に関すること。

資料の収集、保存及び展示に関すること。

30年度

29年度

入館者数

(単位:人)

1,534

16,3部

30年度

29年度

25,574

82,739

6

m
②

m
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野口彌太郎記念美術館

心田庵

樹施設の維持管理に関すること。

②野口彌太郎画伯の美術作品及び資料の保存並びに展示に

関すること。

③野口彌太郎記念美術館運営委員会に関すること。

シーボルト記念館

入館者数

(単位:人)

30年度

施設の維持管理に関すること。

美術作品及ぴ資料の保存並びに展示に関すること。

歴史民俗資料館

29年度

入館者数

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

②シーボルト1こ関する資料の収集、保存及び展示に関する

こと。

2,175

30年度

29年度

出島復元麹蒲室

入館者数

(単位:人)

7

2,045

9,421

施設の維持管理に関すること。

資料の収集、保存及び展示に関すること。

歴史則谷資料館運営委員会に関すること。

出島

30年度

29年度

入館者数

(単位:人)

9,414

長崎学研究所

聡2,013

11,026

出島和蘭商館跡の復元整備に関すること。

出島との連絡調整に関すること。

30年度

施設の維持管理に関すること。

資料の1又集、保存及び展示に関すること。

鉛年度

10,714

入場者数

(単位:人)

21,549

a)長崎学に係る調査研究に関すること。

②長崎学の普及及び継承に関すること。

③長崎学に係る関係団体等との連絡調整に関すること。

30年度

21,744

29年度

520,701

川
②

①
②
③

m
②

m
②



2 平成30年長崎市観光統計について

川平成30年の観光動向

ア全国の観光動向

日本人国内旅行消費額

20兆4,834億円前年比3.0%減(6,296億円減)

うち宿泊旅行 15兆8,040億円前年比1.フ%減(2,

日帰り旅行 4兆6,794億円前年比7.0%減(3,

日本人国内延べ旅行者数

5億6,1 78万人前年比 1 3.2%減(8,573万人減)

うち宿泊旅行 2億9,105万人前年比1 0.0%減(3,

日帰り旅行 2億フ,073万人前年比1 6.5%減(5,

日本人国内旅行1人あたり旅行単価

( 3,856円増)36,462円前年比11.8%増

前年比 9.2%増うち宿泊旅行 ( 4,54,300円

前年比11.3%増 ( 1,日帰り旅行 17,285円

日本人の国内旅行消費額は、前年比3.0%減の20兆4,834億円であった。日本人

の国内延べ旅行者数は、宿泊旅行が前年比10.0%減、日帰り旅行が前年比16.5%減

で、全体として前年比13.2%の減少となったものの、日本人国内旅行の 1人1 回当たり

旅行単価は前年比11.8%増となった。

(出典)観光庁「旅行・観光消費動向調査」 2018年年間値(確報)

3.

【参考】

・台風発生数等

758億円減)

538億円減)

4

台風発生数

8

台風上陸数

228万人減)

345万人減)

全国接近数

九州北部接近数 2

平成30年

568円増)

759円増)

29

平成29年

5

16

(出典)気象庁「2018年(平成30年)の台風について」

8

27

4

平年値

8

4

25.6

2.フ

1 1.



訪日外客数

3,119万1

平成30年に日本を訪れた外国人(訪日外客数)は、前年(2,869万900人)を8

フ%上回り、過去最高となっナニ。これは、東南アジアについては各市場における訪日旅行プ

ロモーションが訪日需要を創造し、欧米豪市場については好調なクルーズ船需要やグローバ

ルキャンペーンの実施によるものと考えられている。

(出典)日本政府観光局 W NTO) 2018年年間推計値

, 900人

外国人延べ宿泊者数

8,858万9,500人泊

前年比8

外国人延べ宿泊者数は、前年(フ,800万3.570人泊)を 11.2%上回り、過去

最高となった。

国籍(出身地)別外国人延べ宿泊者数は、第ゴ位が中国(約2,094万人泊、シエア2

6.5%)で、第2位以下は台湾係り'1,1 47万人泊、シェア 14.5%)、韓国(約 1,

1 26万人泊、シェア 1 4.2%)、香港絲勺594万人泊、シェアフ.5%)、アメリカ

(533万人泊、シェア6.フ%)と続き、上位5か国・地域で全体の約70%を占める。

※国籍(出身地)別外国人延べ宿泊者数は、従業者数10人以上の施設に対する調査から作成さ
れており、全体で 7,903 万 8,520 人泊となっている。

(出典)観光庁「宿泊旅行統計調査」平成30年年問値(速報)

フ%増(約250万人増)

前年比11

訪日外国人旅行消費額

4兆5,189億円前年比2

訪日外国人旅行者1人当たり旅行支出

15万3,029円前年比0

2%増(約 1,059万人泊増)

訪日外国人の旅行消費額は、前年(4兆4,162億円)を2.3%上回り、年間値の過

去最高となった。

訪日外国人全体では増加したものの、 1人あたりの旅行支出は前年を下回っナニ。

国籍・地域別の旅行消費額では、中国が最も高く(1兆5,450憶円、シェア34

2%)、次いで韓国(5,88 1億円、シェア 1 3.0%)、台湾(5,8 1 7億円、シェア

12.9 %)、香港(3,358億円、シェアフ.4%)、アメリカ(2,893億円、シェ

ア6.4%)の順となっており、上位5か国・地域で全体の73.9%を占める。

1人当たり旅行支出は、オーストラリアが最も高く(24万2千円)、次いでスペイン(2

3万7干円)、中国(22万4千円)の順で高い。

(出典)観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成30年年間値(確報)

9

3 %増(1,027億円増)

6%減(892円減)

.



イ長崎市の観光動向

観光客数

705 万5,

①宿泊客数

日帰り客数

②個人客数

団体客数

前年比0.3%減(2万2,300人減)400人

600人(前年比 4.3%増)266万5,

800人(前年比 2.9%減)438 万9,

900人(前年比 1.3%増)620万2,

500人(前年比 1 0.5%減)85万2,

56万3,300人(前年比 1 4.4%減)一般団体客数

(修学旅行生) 28万9,200人(前年比 1.9%減)学生団体客数

0%増(

4%増(1,

2%減(

外国人延べ宿泊客数

30万6,01 9人泊

クルーズ客船入港數、乗客・乗務員数

入港數 220隻

乗客・乗務員数 93万6,

国内クルーズ船

前年比2.9%増(約9,000人泊増)

前年比1 7.6%減(47隻減)

046人

前年比 1 1.1 %減絲タ、1 1.6万人減)

4隻前年比100%(前年と同数)入港数

乗客・乗務員数 2,748人

前年比 5.8%減(1 70人減)

入港数 216隻前年比17.9%減(47隻減)

乗客・乗務員數 93万3,298人

前年比 11.1%減(約 11.6万人減)

国際クルーズ船

観光消費額

1,496億8,945万円【過去最高】前年比2.

経済波及効果(長崎県内)

2,292億円【過去最高】

観光客1人あたり市内観光消費額

平均 21,216円

宿泊客 31,012円

日帰り客 15,268円

平成30年の長崎市の観光客数は、過去最高であった昨年の707万7,700人から2万

2,300人減(0.3%減)の705万5,400人となった。

このうち日帰り客数は438万9,800人と前年を下回ったものの、宿泊客数は266万

5,600人と前年を上回った。また、旅行形態別にみても、個人客数が前年比1.3%増の

620万2,900人、団体客数が前年比 1 0.5%減の85万2,500人となった。

外国人延べ宿泊客数については、前年比8,537人増(2.9%増)の30万6,0 19

人となった。国・地域別に見ると、上位3か国は韓国、中国、台湾となっているが、前年度2

10

前年比2,5%増絲勺55億円増)

前年比

前年比

前年比

6%増(約38億円増)

6 1 0円増)

033円増)

37円減)

a
 
3
 
0



位の台湾は大幅減となり、 3位となった。上位3か国で約61%を占める状況は変わらず、ア

ジア地域で全体の約74.5%を占めている。

平成30年の観光消費額は、観光客数は前年を下回ったものの、前年比約88憶円増(2

6%増)の1,496憶8,945万円で過去最高となった。また、長崎県内への経済波及効

果についても、前年比55億円増(2.5%増)の2,292億円で過去最高となった。

以上の観光動向に影響を与えた要因を以下のとおり分析した。

・クルーズ客船の入港隻数減少に伴う観光客の減

長崎港へのクルーズ客船の入港実績は博多港(279隻)、那覇港(243隻)に次ぐ、

全国第3位の入港数であったが、対前年比17.6%減の220隻であった。

入港したクルーズ客船の中で、最も多かった中国からの乗客は前年比8.フ%減の約62

万8,000人と減少したが、台湾からの乗客については前年とほぼ同数の約1万2,0

00人となっており、アジア地域で全体の約94.5%を占めている。

中国発クルーズの減少は、中国のクルーズ市場の急拡大に伴うクルーズ各社の競争過熱

の結果、市場が軟化し調整局面に入ったことによると見られており、この影響によるクル

ーズ客船の入港数減により、乗客・乗務員数(日帰り観光客扱い) 11万6,000人の観

光客が減となった。

その一方で、航空機や自動車(観光バス含む)での入込は増となったことなどにより、

全体の観光客は、対前年比2万2,300人の減に留まった。

・宿泊客数の増加による観光消費額の増

宿泊客数は、過去最高の観光客を記録した2月のランタンフェスティバルや4月にりニ

ユーアルした大型りゾート施設における夜間イベントなどの取組に加え、「長崎と天草地方

の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文化遺産登録や、「明治日本の産業革命遺産」との2つ

の世界遺産の相乗効果もあり、全体として前年比4.3%増の266万5,600人となっ

た。観光動向調査における長崎来訪の主目的に世界遺産巡りを選んだ観光客の割合は、明

治日本の産業革命遺産が4%→11%、長崎と天草地方の潜伏キリシタン遺産が0.5%→

4.2%と、合計で前年比3倍以上の割合に増えている。

観光消費額についても、宿泊客の観光消費単価が前年比3.4%増加しており、消費単価

の高い宿泊客が増となったことにより、過去最高となる1,497億円となった。これに

より県内への経済波及効果は2,292億円となり、これも過去最高となった。
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観光統計総括表

観光客数

個人客数

平成29年

団体客数

フ,07フ,.700

6,124,800

平成30年

一般

学生

フ,055,400

952,900

【単位:人、億円、%】

宿泊客数

6,202,900

価8,100

構成比

日帰り客数

294,800

100.0

部2,500

前年比増減

2,556,900

JR

563,300

87.9

自動車

4,520,800

'0.3

289,200

12.1

船舶

1,266,400

2,665,600

1.3

航空機

8.0

3,872,800

▲10.5

観光消費額

4,389,800

4.1

1,213,600

経済波及効果

'14.4

1,236,000

37.8

3,979,400

▲1.9

724,900

62.2

1,098,200

4.3

1,458

17.5

▲2.9

741,800

2,237

56.4

▲2.4

15.6

1,497

2.8

10.5

2,292

▲9.5

2.3
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② 観光客数・観光消費額の推移

年

平成15年

平成16年

観光客数

平成17年

5,037,500

平成18年

4,934,70o i

平成19年

5,393,500

前年比増減

平成20年

5,699,300

▲ 102,部0 }

平成21年

5,640,900:

平成22年

458,8001

5,559,50o i

'0.1

観光消費額

305,800

5,5舗,600

平成23年

'2.0

▲舶,400

6,108,300

71,012,330

平成24年

9.3

' 81,400

朋,0紹,311

【単位:人、干円、%】

5,944.700

5.フ

平成25年

'1.0

26,100

72,150,2船

5,952,900

前年比増減

平成26年

522,700

'1.4

刀,721,719

1,459,265

▲ 2,969,019

6.078,000

'163,600

フフ,422,055

平成27年

0.5

75,890,453 !

6,306,800

4,106,897

平成28年

9.4

8,200

75,101,615

2.1

5,571,51 1

'2 7

6,693,800

(81,189,235)

110,880,935

平成29年

'4 2

34.8

11.0

125,100

▲ 299,664

2.6

▲ 1,531.602

6,723,500

(79,296,173)

109,766,697

平成30年

0.1

228,800

6.0

※ 観光消費額は、平成22年から次のとおり基礎数値を見直して算定している。

(旧)平成12年度の一泊宿泊時の平均消費額俳斤)連泊を考慮した宿泊客全体の平均消費額

フ,0刀,700

▲ 788,8認

フ.フ

(80,441,679)

115,446,919

2.1

387,000

▲0.4

(6.087,620)

35,フ79,320

フ,055,400

(83.099,36の

120,320,106

38

(▲1,893,062)

' 1,114,238

'2.0

29,700

(85,527,64の

124,323,000

▲1.0

6.1

354,200

(1,145,506)
5,680,222

(8.1 )

47.6

(90,418,408)

136,834,458

▲22,300

0.4

(▲2.3)

▲1.0

(2,657,能1)

4,873,187

(85,1 10,651 )

131,378,500

5.3

(2,428,28の

4,002,894

(1.4)

5.2

(88,072,釣8)

145,846,150

'0.3

(4,890,768)

12,511,458

(3.3)
4.2

(▲5,307,75刀

'5,455,鮖8

149,能9,454

(2,9)
33

(2,962,047)

14,4釘,価0

(5.刀

10.1

('5.9)
▲4.0

3,843,304
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図1

万人

800
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③ 月別観光客数

月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

計

平成28年

353,300

450,000

6印,900

561,400

582,400

412,600

578,800

690,400

617,800

666,300

661,300

4舶,300

6,723.500

平成29年

403,100

465,600

703,400

597,200

価0,200

439,100

572.600

724,300

632,500

711,500

認0,100

498,100

フ,0刀,700

平成30年

418,300

476,000

713,700

605,900

635,600

467.000

561,500

740,000

606,500

697,500

672,000

461,400

フ,055,400

構成比

5.9

6.8

10.1

86

9.0

6.6

8.0

10.5

8.6

9.9

95

65

100 0

【単位:人、%】

前年比増減

3.8

2.2

1.5

1.5

▲2.2

6,4

'1.9

2.2

▲4.1

'2.0

'1.2

'フ.4

'0.3
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⑤ 宿泊客・印帰り客の推移

年

平成 15年

平成 16年

平成17年

平成 18年

平成 19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

人数

2,412,000

2,253,700

2,311,400

2' 533,600

2,521,500

2,460.100

2,401,700

2,557,700

2,529,300

2,586,800

2.694,100

2,741.500

2,879,800

2,515,700

2,556,900

2,665,600

宿泊客

前年比増減

3.0

'6 6

26

9.6

▲0.5

'2.4

'2.4

6.5

'1.1

2.3

4.1

1.8

5.0

'12.6

1.6

4.3

構成比

47.9

45.フ

42 9

44.5

44.フ

44.3

43.0

41.9

42.5

43.5

44.3

43.5

43.0

37,4

36,1

37.8

人数

2,625,500

2,6剖,000

3,082,100

3.165,700

3,119,400

3,099,400

3,183,900

3,550,600

3,415,400

3,366,100

3,383' 900

3,565,300

3,814,000

4,207,800

4,520,800

4,389,800

【単位

日帰り客

前年比増減

▲2.8

2.1

15.0

2.フ

'1.5

▲0.6

2.フ

11.5

'3.8

'1.4

0.5

5.4

フ.0

10.3

フ.4

'2.9

人、%】

図5

万人

構成比

52.1

54,3

57 1
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55.3
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58.1
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57.0

62.6

63.9

62,2

5卯

宿泊客・日帰り客の推移
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q)交通機関別観光客数の推移

年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

図6 交通機関別観光客数の推移

JR

観光客数

1,302,300

1,294,600

1,297,500

1,260,200
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1,260,400

1.201,900

1,207,900

1,253,900

1,2舗,800

1,347,700

1,291,700

1,266,400

1,236.000

前年比増減

▲3.3

▲0 6
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5.8

'4.6
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'2.0

'2.4

自動車

観光客数前年比増減

072,836,300

14.93,258,400

8.33,530' 100

1.03,566,000

'0.93,533,800

3,639.000 3.0

4,074,700 12.0

▲2 03,994,900

▲4.13,832,000

3,938,700 2.8

1.03.979,300

4,028,300 1.2

3,870,900 ▲3.9

3,872,800 0.1

3,979.400 2.8

船舶

観光客数

179,600

225,900

239,200

219,400

191.400

222,100

242,200

198,300

278,300

236,500

358,500

600,600

879,200

1.213,600

1,098,200

前年比増減

'16.9

25.8

5.9

'8.3

'12.8

16.0

90

'18.1

40.3

'15.0

51.6

67.5

46.4

38 0

▲9.5

【単位:人、%】

航空機

観光客数前年比増減

616.500 '6.4

614,600 '0.3

632,500 2.9

595,300 '5.9

571.800 ▲3.9

532,900 ▲6.8

531,000 ▲0.4

3.5549,600

15.5634,700

648,900 2.2

飴3,200 5.3

717,200 5.0

681,700 '4.9

6.3724,900

741,800 2.3

450

万人

4山

3印

3m

2恥

JR

284

2ω

舗3

150

闘7

船舶

Im

353

50

62

0

407

航空接

帽

61

H16

399

H27H17

383

72

自動車

H18

3g4

119

H勿H19

3郭

4

H即

4伽

聡

H21

1 1

露7

H却制塑 H帥

闘7

H23

398

65

H24

24

聞

H舗 H那

1 1

郁
N
印
詑
脚
円
飴
皿

駈
即

腿
祁



⑧クルーズ客船乗客,乗務員数

ア国内・国際クルーズ客船乗客・乗務員数

・十

平成28年

隻数

197 隻

イ

推計

国内クルーズ客船乗客・乗務員数

717,288

平成29年

隻数

升

平成28年

隻数

267 隹

推計

1,052,4郭

ウ国際クルーズ客船乗客・乗務員数

①乗客数

フ=.

推計

隻数

順位

5,5価

平成30年

【単位:人、%】

平成29年

隻数

220 隹

推計

国・地域

平成28年

4隹

936,046

推計

2

中国

前年比増減

アメリカ

3

推計

2,918

隻数

▲11.1

446,366

4

日本

平成30年

国・地域

平成29年

【単位:人、%】

5

カナダ

13,453

4佐

推計

オーストラリア 1

中国

12,738

推計

日本

その他

2.748

前年比増減

9,728

アメリカ

687,386

ノ

国・地域

8,120

▲5 8

13,価2

台湾

30,856

平成30年

オーストラリア1

中国

【単位:人、%】

13,495

521,261

推計

台湾

その他

11,589

アメリカ

627,789 1

フ,623

構成比

11,756 !

日本

33,311

オーストラリア1

10,0訟 1

90.0

767,056

.

9,186 !

その他

1.フ

円

8,646 1

1.5

30,075 1

1.3

697,5341

1.2

4.3

100.0



②乗務員数

平成28年

推計国・地域

190,462計

、

乗客・乗務員数(1 +2

平成28年

推計隻数

190隻 711.723

平成29年

推計国・地域

282,481

計

20

平成29年

推計隻数

263 隻 1,049.537

国・地域

月別クルーズ客船入港隻数・乗客・乗務員数

人

1幼.000

平成30年

推計

235,764

【単位:人】

前年比増減

'16.5

段客敦

隻数

216 伍

平成30年

推計

933,2蛤

乗務員数

【単位:人、%】

40,000

,

1

6

雜敦^数

71,676

前年比増減

ユ

石7,0帖

4

ユ

'11.1

叉

ヨ

5

1

2
4

6,,,69

5

22

2 4 2

71,6酋

・ N r

1

'冨

5 1

司r
5 2

50,5帥

8
 
工



⑨外国人延べ宿泊者数の推移

年

平成 15年

平成 16年

平成Π年

平成18年

外国人延べ宿泊者数

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

袷,部4

平成23年

【単位:人泊、%】

95,604

平成24年

1 1 1,766

平成25年

前年比増減

136,606

平成26年

166,750

平成力年

167,294

平成28年

163,395

5.3

平成29年

21.2

164,335

平成30年

16.9

116,051

図8

128,519

22.2

22.1

178,560

400ρ00

外国人延べ宿泊者数の推移

人泊

212,524

0.3

▲ 2.3

350ρ00

338,282

310,386

▲ 29.4

300ρ00

0.6

297,482

250ρ00

10.フ

306,019

38.9

立00円00

19.0

150,000

59.2

▲ 8.2

100円00

▲4.2

50'{剥刃

2.9

i85

111'700

H15

95604

166/"50

H16

1600

H17

163声95

H1尋 H19

164335

H20

178戸60

H21

0゛386

H22

】28゛19

212 24

306,019

297-82

H23 H24

劉

H25 H26 H27 H?8 H29 H30



⑩国・、地域別外国人延べ宿泊者数

順位
平成28年

2

韓国

3

ム湾

76,262

4

中国

国・地域

平成29年

49,444

アメリカ

5

韓国

46,797

6

香港

推計

台湾

14,029

7

ドイツ

船,920

中国

12,198

国・地域

8

アメリカ

歌,604

タイ

10,119

シンガボール

韓国

9

47,745

香港

平成30年

推計

【単位:人泊、%】

オーストラリア

中国

フ,698

10

16,197

98,875

タイ

台湾

イギリス

6,704

11

シンガボール

構成比 1前年比増減

13,746

16.74151,228 1

アメリカ

5,804

フランス

フィリピン

12

32.31

フ,831

香港

オランダ

4,718

13

5,265

ドイツ

シンガポール

フィリ ヒン

16,494

17.8

4,594

オーストラリア

14

4,903

13,312

ドイツ

フ.3

4,594

15

カナダ

イギリス

4,194

▲30.0

8,354

ノルウエー1

タイ

4,501

オランダ

3,957

オーストラリア

1.8

2.483

▲9.8その他

フランス

3,フ78

6,396 1

イギリス

▲3.2

インドネシア 1

゛

2,452

2,826

フィリピン

朋.フ

6,212

57,989

2.9

カナダ

2,舶8

フランス

80.2

4,927

310,386

2.03

その他

2,326

▲18.3

カナダ

4,560

1.61

1,9船

オランダ

57.0

4,437

マレーシア 1 2,418

43,609

1.49

30.4

2,571

297,482

2,5401

'フ.0

その他

71.4

.0,* 1 12.85

29.0

22

306,019 1

42.6

100%

域推

302

935

863

534

372

742

90
,
2

957

一
冒
口国

541

10

480

1'380

970



図9 国・地域別外国人延べ宿泊者数構成

オーストラリア無国細

アメリカ

54弧

北アメ

19.892

6.5覧
その他
4B弧

オラン

08鼻

フランス

1.都

イギリス

16弧

16β14
54薯

.

2.腿

ーロウバ

34・.0釦

11.1%

の

4弧

アジア

225,331

75.

平成釦年

外国人延べ宿泊客数

卸6,019人泊

'A
^1

12.偶

アジア

227.9

74鵬

トフりア

1%国籍'
17,舗1

6.偶
アメリカ

54郭

その他

58鼻
北アメリ

18,487

62%

ヨーロッJ《

30,閃9

オランダ

1 4弧
の

4

09与

フランス

アニア

0卵

09薯

イギリス

13鷲

平成29年

外国人延べ宿泊客数

297,帖2人泊

中

16偶

中
1

フ
%



⑪ M ICE統計

ア長崎県内以上の大会・会議の開催件数及び参加人員

年

平成 18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成 24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成⑳年

平成30年

件数

982

993

986

1,034

1,047

1.022

1.049

1,071

1,019

1,480

1,466

1,505

1,586

文化・学術コン
ベンション等

スポーツコン 参加人員

336,154

317.632

343,157

369,368

362,067

336,968

392,078

366,366

517,487

334,690

364,3船

339,669

339,400

【単位:件、人】

745

768

797

1,246

1,217

1,214

1,323

文化・学術コン
ベンション^

図10 長崎県内以上の大会・会議の開催件数及び参加人員の推移

250,000

スポーツコン

ヘンソヨン

1,700

1,500

1β00

190.189

178.127

157,259

199,230

188,083

187,292

191,288

1,100

36,154

317,63

201,8的

188,239

360,228

135.460

176.300

152,37フ

148,112

900

343,15

^参加人員

517,487

369,368

982

H18

993

H19

362,067

986

H20

392,078

66,66

1,034

36,9

1,047

H21

1 80

1,022

H22 H23 H24 H25 H26 H27

1,049

人

550,000

1,466

1,071

1,505

1,586

3 69

364,383

1,019

39,669

450000

1王28 H29 H30

,

350,000

ンシヨン

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一一

一
一

4
3
2
4
9
1
3

3
3
2
2
2
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イ規模別の開催件数

規模(人数ベース)

100 人未満

100 人以上

300 人以上

500人以上

^

1,000 人以上

300 人未満

^

2,000 人以上

平成29年

500人未満

^ 1,000 人未満

^ 2,000 人未満

769

平成30年

件数

計

451

規模

【単位:件、%】

127

804

県内大会

構成比

90

500

九州大会

平成
29年

卯

125

西日本大会

!前年比増減

28

1,073

31.5

96

平成
30年

1,505

全国大会

件數

和

フ.9

国際大会

2船

1,196

4.6

構成比

21

6.1

10.9

17

1,586

・十

182

▲1 6

2.5

190

前年贈減

船

11.5

1.3

打

6.フ

173

100.0

1,505

11.5

平成
29年

1.4

0.0

'12.5

▲25 0

12

220,513

10.9

100.01,586 1

【単位:件、人、%】

参加人員

35.3

平成
30年

49,199

0.8

5.4

▲8 9

214,855

4,242

▲29.4

構成比

52,603

54,075

63.3 1

5.4

13,1 12

フ,457

前与比増減

339,6舶

58,008

'2.6

2.2

5,005

17.1

339,400

9.9

75.8

1.5

100.0 ;

10.3

▲61.8

25

'0.1

705

951

457



ウ月別の開催件数及び参加人員

月

1月

2月

3月

4月

平成29年

110

124

107

109

1 18

123

132

129

123

138

187

105

1,505

件数

平成30年

98

135

90

96

141

151

148

123

152

163

17フ

112

1,586

9月

10月

11月

12月

計

構成比

6.2

8.5

5.フ

6.0

8.9

9.5

9.3

フ.フ

9.6

10.3

11.2

フ.1

100.0

平成29年

22,594

19,532

33,852

22,253

24,861

27,050

36,485

40,725

25,160

26,464

35,700

24,993

339,669

【単位:件、人、%】

参加人員

平成30年

16,368

20,515

27,909

19,629

25,762

38,110

34,733

33,339

30,787

36,554

35,802

19,892

339,400

図11月別の開催件數及び参加人員

件

件数平成29年

構成比

4.8

6.0

8.2

5.8

フ.6

11.2

10.2

9.8

9.1

10.8

10.6

5.9

100.0

一◆..件散平成30年

200

22,5舛

33β52

16,3

100

参加人平成ユ9年

20,51 27,^

110

24,861

629

^参加人平威30年

22,53

34,733

107

25,762

36,4郡

ユフ'050

40゛725

123 132
118

■.ーーー'ーーー"'、
゛...ーー◆■.'ーー

Im

33,339

人

印,^)

36,554

0,787

25,1印 26,464

123

^

35,7m
闘,8m

馴),{^

40,ι訓XI

2',9 ヨ
30,^

、、
19'892

、 12

10月

105

11月

10,^

12月

0

、ーー.ー
^^

月
月
月
月

5
6
7
8

7
.
一:一一
36

21

霊
゛
ニ

邪

゛

卯

闘1
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⑫経済波及効果

直接効果から間接2次波及効果までを合計した総合効果2,292億円が、「平成30年に長

崎市を訪れた観光客」の経済波及効果であり、長崎市を中心とした長崎県内に対して、直接効果

(=県内最終需要) 1,323億円の約1.73倍の経済波及効果を及ぽすものと推測できる。

雇用効果をみると、就業誘発効果は全体で33,448人と推計され、産業部門別で効果が大

きいのは「飲食店(1 6,620人)」、「商業(5,873人)」、「宿泊業(3,549人)」であ

る。

項目

総合効果(①一②)

直接効果・・①

平成29年

飲食店

宿泊業

2,237

商業ほか

平成30年

波及効果・・②

【単位:億円、人、%】

1,291

間接1次波及効果

就業誘発効果(就業者誘発数)

2,292

826

間接2次波及効果

前年比増減

243

1,323

222

2,5

837

946

255

2.5

542

231

1.3

404

32,6船

969

4.9

555

4.1

414

2.4

33,448

2.4

2.5

27

2.3



13)観光客数の推移

750

嶋旅博覧会

628

550

500

524

450

554

570
559

世界・炎の覧会

3卯

526

60 61 62 63

522
512

日交流400周年

505
512

長さるく'06

2

50550450

3

潜伏キリシタン関

遺産世界'産豊録

産業革命遺産 708 06
登

72669

4

570

龍伝放送

611

5

564

6

556

7

559

8

594595

9

631

608

10 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3011 12 13 14

暦年(年)

観
光
客
数
(
万
人
)

元



'

⑭ 1人あたり観光消費単価及ぴ観光消費額について

ア 1人あたり観光消費単価

(ア)一般観光客

区分

宿泊客

H30

宿泊費

H29

日帰り客

増減

9,621

H30

※H29 は平成26、 27、 28年度の観光動向調査結果の平均値。 H30 は平成28、 29、 30年度

の観光動向調査結果の平均値

土産品代

9,541

H29

増減

80

6,フ71

(イ)

飲食、娯楽費等

6,320

、

学生観光客

(単位:円)

451

16.011

区分

5,156

15,516

宿泊客

5,071

斗

H30

32,403

4鮖

舗

10,290

宿泊費

H29

31,3刀

10,412

日帰り客

増減

1,026

▲122

9,006

H30

15,446

※日本修学旅行協会「教育旅行年報」における記載がある最新のデータを使用。

お小遣い

8,895

H29

15,483

増減

1 1 1

(単位:円)

▲幻

5,676

.

5,6釘

・十

▲Π

14,飴2

5,676

14,582

5,6釘

'11

100

5,676

5,687

29

▲Ⅱ

合

合



イ観光消費額

一般客

観光客

実人数(人)

H30

H29

学生客

増減

2,456.400

H30

1人あたり

消費単価(円)

2,344,100

H?9

112,300

増減

・十

209,200

H30

32,403

観光消費額(千円)
※千円朱満四捨王入

212,800

H29

一般客

'3,600

31,3刀

増減

2,665,印0

3,843,304

.

H30

1,026

2,556,900

14,682

79,594,729

H29

学生客

108,700

14,582

増減

73,550,826

4,309,800

H30

6,043,903

100

4,438,800

31,012

H29

3,071,474

'129,000

29,979

増減

・十

3,103,050

80,000

H30

1,033

'31,576

15,446

詑,000

82,666,204

H29

▲2,000

15,4船

増減

斗

76,653,875

4,389,800

H30

▲37

6,012,329

4,520,800

5,676

舶,569,171

H29

▲131,000

増減

5,6幻

飴,725,940

フ,055,400

'2,156,769

'11

フ,0刀,700

15,2朋

454,080

▲22,300

15,305

466,334

▲37

▲12,254

21,216

67,023,251

20,606

69,192,274

'2,169,023

610

149,6的,454
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3 平成31年度ゴールデンウィーク期間における施設入場者の動向

a)ゴールデンウィーク期間における施設入場者の動向

アゴールデンウィーク期問

【今年】平成31年4月27日(土)~令和元年5月6日綱) 10日間

【昨年】平成30年4月28日(土)~平成30年5月6日旧) 9日間

昨年のゴールデンウィークは、前半の3連休と後半の4連休と休暇が分散していた

が、今年のゴールデンウィークは,史上最長の10連休となっていた。

【参考】ゴ」ルデンウィークの日並び

年

H31

4/27

H30

4/28

P,;、'.評,

!r;え」 L'.'ヨ^」
'」゛,、輩)."" J'叫

礎ゞ佃倒i.
;1・・,' L ・ L {、,「,

イ施設入場者数比較

対象8施設偶1味氏参照)の今年の総入場者數は、231,221 人で、昨年a60,448人)と比

較して 70,刀3 人の増(44.1%増)であった。また、1日あたりに換算すると、今年は

23,122 人で、昨年(17,828 人)と比較して、 5,294 人の増(29.フ%増)であった。

4/29
ー,、,」」'、1' Y・、、

酬女ルγ,心岫'号

N井兄雌」

4/30

土

等翫

'、、 ef '

祝

^Ξ 1,"〒ノ

5/1

ウ動向の分析

今年のゴールデンウィークは、初の10連休であったことと、後半はたいへん天候に

恵まれたことなどから、屋内・屋外ともに施設入場者・イベント来場者数が増となっ

^0

また、市内主要宿泊施設(12施設)の期間中の客室稼働率は89.2%で、昨年(79.印陶

を 9.6%上回っナこ。 、

なお、昨年7月に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界遺産に登録

されて初の大型連休となったことで、関連施設の観光客も増加しナこ。
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②平成31年度ゴールデンウィーク期間における長崎市内の主要施設入

ア日別

天候

①グラバー閏

②出島

③口ーブウェイ

④軍艦島(上睦者)

⑤m山社中記念館

⑥長崎原爆資料誼

'月27日

(土)

4月28日

(日)

援雨

4月29日

【月祝)

雨

3.470

1,044

4月30白

(火・祝)

雨

6.802

1.110

之.900

5月1白

(水・祝)

崎ぺンギン水族館

1291

5.175

あぐりの丘 4.798

▲計 14.251 22.θ32

※上記入場者数は、無料入場者も含む

1,353

3,409

157

5月2日

(木・祝)

晴

1,376

8,223

1.498

889

4,857

494

5月3日

(金・祝)

晴

9,032

883

383

2,487

者數

388

44.1

1日あたりの施設の入場者数
平成31年平成30年対前年

度 増減度
(人)(人) (人)

1.7166.499 4.7且3

4.855

484

5月4日

(土)

晴

2'432

1.405

9.004

3.870

1.696

①グラバー圃

②出島

③口ープウェイ

4軍艦島

⑤亀山社中記念詑

⑥長崎原爆資料館

⑦長崎へンギン水族館

⑧あぐりの丘

ム計

4.988

5.748

671

5月5日

(日・祝)

晴

3.557

1.413

8,845

4.980

1,419

5.17フ

510

732

5月6日

(月・休)

曇時々晴

3β69

1.199

フ.5餌

18,27フ

4.379

1,580

4.5?8

平成引年度
含計

('ノ'27~5/6)
来叩日間

雨天3日

引9

723

3.337

1.371

4.θ06

25.312

4.142

1,306

3,フ73

3.641

3.2且6

白01

3.154

平成30年度
合計

(4/28-5m】
楽9旧闇

雨天3日

1.370

2.0舶

29.085

1.138

4.192

1.144

2.フ73

4.687

対前年
増減率
(,●〕

35.9

1,924

舶9

1239

3.174

1,374

30.076

64,990

937

3.373

1*000

406

5.229

対前年
堆減(人)

555

1.175

569

37,728

単位:人、,6

対前年
増減率
(96

3.197

1,205

30.369

3.255

201

2.382

43.051

11.381

412

5.057

ウ参者

1 長崎歴史文化博物館(4/27~5/6、10日間)平成31年度:19266人【平成30年度.23.104人(4/28~5/6、9日問)】(16.6%減)

稲佐山つつじまつり(4/28~5/5、 8日問)平成31年度:48,800人【平成30年度:41,500人 4/30~5/6、 7日問)】 a7,6%増)

3大浦天主堂平成31年度:43.0部人平成30年度:17β73人(141,4%増

④出津教会堂平成31年度:3,345人平成30年度:1,552人(115.5%増

⑤大野教会堂平成31年度:1650人平成30年度 477人 245.9%増

36.1

247

2.803

2,913

64

24,959

27.154

1,886

12.387

21.5

1.251

4.289

21.939

4.844

1●3

2.12'

8.433

5.547

1、517

23.122

5.4

21.31θ

1.369

12,769

3,737

10,574

32.554

3●28

34.フ

679

51,0

17.828

2.948

12.547

3.705

28.033

7Z6

552

512

1,813

16.975

3且.601

320

5.294

35.0

231.221

1,き42

19.115

14.8

15.579

17.1

33,636

?9.フ

4g.フ

160.448

8.918

91念

4.965

70,フ73

46.フ

14急



1

選定方法

指定管理者制度導入施設一覧※複数施設を所管している場合

施設名

ク"ラノ叉^^

公募

長崎ブリック
ホーノレ

設置根拠

(条例)

グラノ丈一園条t
例

長崎市チトセ
ピアホーノレ

現在の

指定管理者

長崎市伊王島
灯台記念館

長崎ブリック
ホーノレ条例

長崎南山手
グラノ丈ーノξ
ートナーズ

共同事業体

長崎市チトセ
ピアホーノレ条
例

長崎市池島炭
鉱体験施設

長崎市旧香港
上海銀行長崎
支店記念館

株式会社
B C '

ア

長崎市伊王島
灯台記念館条
例

非公募

指定期間

平成29年4月1日
i'、■゛

令和4年3月31日

長崎市池島炭
鉱体験施設条
例

長崎口ープウ
エイ

有限会社
ステージサ
ビス

シ

平成28年4月1日
ー.、.ー

令和 2年3月31日

平成27年4月1日
i'、ー〆

令和 2年3月31日

株式会社
KPG HOTEL &

賠SORT

観光政策課

長崎市旧居留
地建造物条例

野母崎炭酸温

泉AI.部軍艦島

平成27年4月1日
..^

令和2年3月31日

所管課

三井松島リ
ソーシ、ス杉矢
式会社

長崎市索道施
設条例

観光政策課

長崎市軍艦島
資料館

観光政策課

平成29年4月1日
゛■、司i

令和4年3月31日

長崎市野母崎
炭酸温

Alega 軍艦島
条例

株式会社
乃村工藝社

平成28年7月16日
゛、、』

令和 2年3月31日

平成28年4月1日
゛^

令和3年3河 31日

文化振興課

(一財)長崎
ロープウ
イ・水族館

観光政策課
長崎市軍艦島
資料館条例

平成28年4月1日
゛、]

令和4年3月31日

文化振興課

観光政策課

(一財)野母
崎振興公社

平成27年4月1日
〆、、゛

令和2年3月31日

文化財課

33

(一財)野母
崎振興公社

観光政策課



2 長崎ブリックホーノレ

①施設の概要

ア位置図

長崎ブリック

長崎駅

是峡駅前

Aチ代町

抽庄町

宝司

鴻上駅

畑と賦前

或里町

-1!套'.

謂駒
口町

"^

X盡.桑y
岩艮

車庫前

姑赤近
即和町通り
町

崎パイノてス

川平料^
佃卑町・早和分皿方血口)

^

ウ■ 0

イ

E回

勢●111

平 面

縛'・

図

ロリン

潮と駅

'

面出A口

^

エントランスホール

φ

^^

案内カウン,ー

稾屋
9

工才力

稾屋
8

2

豪亙
7

地下駐単場■

WC ざ手_气屋,
楽屋通路

交流スペース

ーし口

WC

秦屋壷a
4 3

稾属
2

崖R
1

大ホール1階客席

き玉 WO

厳入口

酋伽出入口

男

守衛室

WC

1陪ホワイエ

1区.司1^1
,司■闇

女き工
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2 F皆

、

.

EV

,

EV

地球市民
ひろぱ

ギャラリー

錬晋室1

工1土

吹

コインロッカー

倉庫
17

槌

隷智室2

匹回

ホーし入口

舞

コイン

口抽一

臼 シ〒ワーシヤリー

休憩所

み
鎌晋室8

大ホール1階客席

生催令控至

コインロワカー

リハーサル室

,冨

楽"庫

EV

音響室

フンプ室

賎写室

打青室

EV

2階ホワイエ

0 0

ピケノ
庫

国際金楯場

調光宣

会話室

前室

宣

IB

金議室
2

介
ホール入口

会謡室
ヨ

倉庫創

会羅室
4

0 1

金諾室
5

コイン訂学力

日

.

休撃所

庭園

糎台天井

鳶庫23

和室1

特別室1

医亟三亙亟亟

植義

盛園

特別
室2

系室

特別
室3

和室2

リハーサル室
天井

大ホール2階客席

EV

3階ホワイエ
0

ホール入口
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4階
通訳ブース

EV EV

国際会議場
1階席

傍聴席

病哩床入口
9

調整童

亭務室

国陣金 墻ヨ

はM置
晶

角

里煮盟

称名

所在地

造構

設置年月日

設置目的

建設事業費

、

長崎ブリックホール

長崎市茂里町2番認号

鉄骨鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造

平成 10年10月1 目

芸術文化の振興及び国際交流の推進を図るため

16,827,802千円

(建築費:12,265,3鈴千円尾地費:4,562,419 千円)

ケ主な施設内容

延床面積

施設

内容

1階

21,898.98 m

大ホール a~3階)、楽屋(9室)、

交流スペース

2階

コ

サ

リハーサル室 a 室)、練習室(3室)、

地球市民ひろば、ギャラリー

3階

館時

館

国際会議場、

和室(2 室)

36

午前9時~午後10時

12月29日~翌年1月3日

特別室

、茶室

(3 室)

a室)

、 会議室(5室)、

ラウンジ
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擴
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墨
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.

(2) 指定管理者制度導入による効果の検証

利用者の推移ア

年度

利用人数

イ 指定管理委託料

1尊j入月1」

(21年度)

年度

288,545

金額

27年度

※修繕に係る委託料を除く

ウ利用料金収入

利用料金制は適用していない

導入前

(21年度)

384,567

28年度

269,557

工主なサービス向上策

(ア)早朝開館・夜間閉館時間延長対応

(イ)エントランスの飾り付けや周辺清掃活動

(ウ)ブリックホール企画事業の実施

(エ)ホール運営、接遇等の自主研修の実施、外部研修への参加、テロ対応訓練の

実施等

387,315

27年度

29年度

283,300

404,352

28年度

(人)

30年度

2那,300

オ評価

基本協定書、年度協定書及び長崎市契約規則等に沿って概ね適正に処理,されている。

館の工事・修繕の実施においては、指定管理者として、利用者の利便性を損なわない

ための配慮や日程調整を行い、その都度適切に対応している。

早朝開館や夜間閉館時間延長対応、周辺美化活動などのサービス向上に向けた取り

組みや、館長が出演するテレビ・ラジオ番組において、ブリックホールで開催される

市の自主文化事業を紹介するなど、利用者増加に向けた取組みも積極的に行っている。

利用者アンケートでは、対応に関する厳しい意見はほぼなく、利用者に満足いただ

けているものと考えている。

また、ホール運営、危機管理、接遇等の様々な研修を受講または自主的に実施する

など、安心安全なホール運営に向けて積極的に取り組んでいる。

365,637

29年度

283,300

(千円)

30年度

(見込み)

283,300

37



(3) 歌期指定管理者の選定方針について

現在の指定管理者株式会社NBCソシア

現在の指定期間平成27年4月1日~令和2年3月31日

令和 2年4月1日~令和 7年3月31日次期指定期間

公募選定方法

適用しない利用料金制

【理由】

公会堂廃止後、新文化施設が整備されるまでの間、文化振興

の観点から市民文化団体や学校の活動の場を確保する必要があ

り、市の政策として市民文化団体や学校優先予約を義務付けて

いることから、利用料金制は適用しない。

(4)指定までのスケジュール

令和元年6月

年月

令和元年7月

令和元年8月

令和元年9月

市議会

6月議会

令和元年10月

令和元年Ⅱ月

・更新の方針の説明(所管事項調査)

圧亟^

Ⅱ月議会

公募締切

内容

審査(指定管理者候補者選定審査

・審査及び候補団体の決定

指定管理者の指定

指定議案審査

債務負担行為の設定

補正予算議案審査

38
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3 長崎市チトセピアホ

①施殷の概要

ア位置図
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キ

設置年月

設置目的

長崎市チトセピアホール

長崎市千歳町5番1号

鉄骨鉄筋コンクリート造

平成3年Ⅱ月1日

市民の文化活動の振興を図るとともに、豊かな市民生活の向上に

寄与するため

30年度

建設事業費

主な施設内容

延床面積

こユ

施設内容

サ

13,751

②指定管理者制度導入による効果の検証

ア利用者の推移

館時

館

40

糸勺 1,37フ.1811f

午前9時~午後 10時

12月29日~翌年1月3日

ホール、楽屋(4室)

年度

利用人数

イ 指定管理委託料

導入前

(17年度)

.

年度

43,172

※修繕に係る委託料を除く

金額

部年度

ウ利用料金収入

導入前

(17年度)

45,459

47,144

28年度

年度

40,392

27年度

※27年度から利用料金制導入

金額

29年度

16,931

工主なサービス向上策

(ア)来場者の駐車料金(チトセビア駐車場)を主催者が一括支払いできる体制を

(株)チトセピアの協力のもと整備した。

(イ)ホームページを活用し、催事案内及びホールの空き状況を示したカレンダーを

実装し、予約状況の可視化に務めた。

1尊7、、月1」

(17年度)

45,713

28年度

(人)

11,991

30年度

16,398

46,533

27年度

29年度

13,644

16,329

(千円)

器年度

30年度

11,751

16,261

29年度

14,385

(千円)

称
地
造
日

在

名
所
構

ウ
エ
オ
カ

ク
ケ

開
休

間
日



ι

゛

オ評価

基本協定書、年度協定書及び長崎市契約規則等に沿って概ね適正に処理されている。

天井照明のLED化やウォールガードの設置・カーテン貼替えなど館内設備の刷採凧こ

努め、利便性向上を図っている。

利用者アンケートでは、親切丁寧な対応で、快適に利用できるという意見が多数寄

せられている。

様々な団体との連携や独自企画の自主事業に積極的に取り組み、本市の文化振興に

寄与しており、評価できる。

また、ホームページの更新など、広報宣伝に努めているととも評価できる。

(3)次期指定管理者の選定方針について

ア現在の指定管理者有限会社ステージサービス

イ現在の指定期間平成27年4月1日~令和2年3月31日

ウ次期指定期問令和 2年4月1日~令和7年3月31日

工選定方法公募(複数の団体により構成されるグループでの応募可。)

オ利用料金制導入絲佳続)

の他北公民館を併せた2施設を一体的に運営することで事務の効力そ

率化が図られるため、 2施設をグループ化して応募する。

④指定までのスケジュール

令和元年6月

年月

令和元年7月

令和元年8月

令和元年9月

市議会

6月議会

令和元年10月

令和元年Ⅱ月

更新の方針の説明(所管事項調査)

圧匪^

Ⅱ月議会

公募締切

内容

審査(指定管理者候補者選定審査

審査及び候補団体の決定

指定管理者の指定

指定議案審査

債務負担行為の設定

補正予算議案審査
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【参考資料】

長崎市北公民館と長崎市チトセビアホールとの一体的な管理について

北公民館が新規で指定管理者制度を導入するにあたり、現在、 2階のチトセピアホール

はすでに指定管理者制度を導入済みであり、令和2年4月に指定管理者の更新時期を迎え

ることから、同じ建物の内の2施設をグループ化し、一体的に管理を行う指定管理者を公

募することとしたい。

一体的な管理を行う,ことで、講座内容の充実やホールでの公演と公民館講座の連携によ

る利用者の増加が期待されるとともにスタッフの効率的な配置による経費削減が見込まれ

る。

1 指定管理者制度導入の方針

長崎市北公民館

施設名

長崎市チトセピアホール

2 経費比較(試算)

(1)北公民館

長崎市公民館条例

根拠条例

長崎市チトセビアホール条例

収入

'

支出

項

北公民館使用料④

目

指定管理委託料(B一幻

北公民館管理経費⑧

(2)チトセピアホール

選定区分

公募

(グループ化)

指定管理者制度導入時

収入

ホーノレとの

一体的管理

利用

料金制

項

支出

チトセピアホール使用料

(A)

適用

指定期間

①

目

4,443

チトセビアホール経費(B)

指定管理委託料(B-A)

公民館個別管理

②一①=▲ 516千円・・・④

北公民館とチトセピアホールを一体的管理を行うことでの交果(③+④)▲ 1946千円

38,322

33,879

5年

単位:千円

②

<参考>

直営で運営

②一①='1,430 千円・・・③

単位:千円

4,443

公民館との

一体的管理

39,752

35,309

13,750

チトセピアホ

ーノレ個別管理

①

4,443

41,57フ

37,134

26,534

12,784

13,750
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②

27,050

13,300


